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1. はじめに	

	 近年，全国各地で野生動物による被害が深刻化

している．特に農作物への被害は甚大であり，平

成 27 年度の鳥獣による農作物被害金額は 176 億

円となっている[1]．岩手県でも野生鳥獣による

農作物の被害金額は 4 億円を越えている[2].農家

は対策として電気柵の設置など行っているが，安

全性や対策方法の固定による動物の慣れの問題

が起きている[3]．動物の慣れを無くすために は，

動物の種類と出没のタイミングに合わせた 効果

的な威嚇方法が必要となる． 	
 そこで，野生動物による農作物被害の軽減を 目
的とした野性動物適応型威嚇システムを提案 す
る．本研究ではまず，一般のセンサ付自動撮 影
カメラを用いて，農地に出没する動物の撮影 条
件および判別が可能かどうかを確認するため の
試行撮影実験を行なった．次に，通信機能付 き
自動撮影カメラ(以下，ハイクカム[4])を用い て
野生動物の農地への侵入をリアルタイムに検 知
し，種類判別や通知，さらに威嚇方法の選 択・

実行ができるシステムを提案する．	 

2. 通信機能なし自動撮影カメラによる試行撮影	

	 本研究のフィールド事前調査のため，まず通

信機能の付いていない自動撮影カメラ（サンコ

ー社製 MPSC-12）を用いて，試行撮影を行った．

試行撮影では，撮影してから次の撮影に取り掛

かる時間であるリカバリータイム（以下，RT)を

4 パターン設定し，動態撮影能力やバッテリー駆

動時間への影響を検証した．試行撮影の結果を

表 1 に示す．	

試行撮影のいずれの期間もバッテリー不足に

よって撮影できなくなることはなかった．また，	

表	1.試行撮影結果	

	

表 1から RTを長く（2分）設定しても動物を検知

できていたことが確認できる．しかし，7/11～

8/3 の試行撮影では，RT を 3 秒と短く設定したう

えに，カメラに内蔵していた SD カードの容量が

2 ギガと少なかったため，カメラ設置時の様子が

多数撮影されてしまい，1 日もたたないうちに SD

カードの容量が不足してしまった．そのため，

8/3以降はカメラに内蔵できる最大容量の32ギガ

の SD カードに変更して試行撮影を行い，SD カー

ドの容量不足による撮影の中断が改善された．	

表 1 からは 2017/8/3〜8/22 の期間が最も野生

動物の自動撮影に成功していたことがわかる．

岩手県でのクマの出没は 8 月に多いことや[5]，

タヌキは夏頃に行動範囲が広くなることも動物

の撮影に成功した要因と考えられる．		

3. 野生動物適応型威嚇システム	

図１に本研究で提案するシステムの概要図を

示す.	 プロトタイプの開発言語には HTML，CSS,	

JavaScriptを用いた．以下，主要な2つの機能に

ついて説明する．	

(1)動物の自動検出・通知機能	

	 農地に設置したハイクカムで撮影された画像

を処理して，人間か野生動物かの自動判別を行

う.さらに，野生動物だった場合,動物の種類

（クマやタヌキなど）の自動判別も行い,農家に

通知する.ハイクカムには SIM カードを挿入でき,

無線通信が可能である.加えて,ハイクカム独自

日付	 RT	
画像	

枚数	
動画数	

確認動	

物枚数	

7/11～8/3	 3 秒	 75	 74	 0	

8/3～8/22	 2 分	 48	 48	
2	

ｸﾏ,ﾀﾇｷ	

8/22～9/8	 1 秒	 46	 47	 0	

9/8～12/1	 1 分	 147	 147	
1	

ｷﾂﾈ	
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のクラウドサービスであるセンスグラムに画像	

	

図 1.システム概要図	

	

や動画が格納される．何かが撮影された場合,登

録したメールアドレスに画像付きで通知もされ

る.この既存のメール通知サービスを利用して，

ハイクカムに登録するメールアドレスを，新し

く設ける自身の SMTP サーバに設定することで撮

影された撮影画像を本システム内のトレイルカ

メラ DB に格納する.そして，先行研究[6]で採用

しているフレーム間差分法，テンプレートマッ

チング，機械学習を駆使して動物の自動検出を

行う．通知はメールで行い，検知画像の確認は

Web サイトで閲覧できるようにする．	

(2)野生動物適応型威嚇機能	

	 通知されたメールで遷移する Web サイトでは検

知画像を閲覧する機能だけではなく，検知され

た野生動物に対して実行する威嚇方法を選択す

る機能も提供する．図 2 に検知された野生動物に

対する威嚇方法選択機能の画面例を示す．	

	 また，事前に対策登録モジュールを通して威

嚇方法登録データベースに実行する威嚇方法を

登録する．登録内容は「光による威嚇」，「音

による威嚇」の 2 つを検討している．威嚇の出力

には Arduino を軸として LED やスピーカーを用い

て実装する．Arduino の制御は ArduinoIDE(総合

開発環境)を利用して光や音の出力コードの書き

込みをする.また，ArduinoをWeb上から制御する

ため，PHP で ArduinoIDE を読み込む．	

	

図 2.野生動物に対する威嚇方法の選択画面	

4. おわりに	

	 本稿では農地に侵入する野生動物による被害

の軽減を目的とし，通信機能付き自動撮影カメ

ラを利用して威嚇方法が選択できる野生動物適

応型威嚇システムを提案した．今後は通知精

度・動物の判定精度の検証を行い，精度向上を

図る．また，通知された画像抽出をするための

データ抽出モジュールと SMTP サーバを構築する．
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